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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月28日(2015.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】

【表３】

　上記の結果は、酵素反応がより長い期間（たとえば７２時間）、進行するのを可能にし
たので、ポリ（α１，３グルカン）の産生が、有意に増強されたことを明確に示した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．半透膜によって分離される２つのチャンバーを含む反応系において、ポリ（α１，３
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グルカン）を産生するための方法であって、
　ａ）第１のチャンバーが、
　　ｉ）スクロースと、
　　ｉｉ）少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素と
を含む酵素反応溶液を含み、
　ｂ）第２のチャンバーが、前記酵素反応溶液に接する半透膜によって、前記第１のチャ
ンバーから分離され、前記半透膜が、フルクトースに対して透過性であるが、ポリ（α１
，３グルカン）に対して不透過性であり、前記第１のチャンバー内部に、ポリ（α１，３
グルカン）および前記少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素を保持しなが
ら、フルクトースおよび他の低分子量成分の絶え間ない除去を促進する、方法。
２．前記酵素反応溶液が、２０℃～２５℃の温度で維持される、上記１に記載の方法。
３．少なくとも１つのプライマーをさらに含む、上記１に記載の方法。
４．前記半透膜が、１リットル当たり３０グラム～１リットル当たり２００グラムの範囲
にわたる濃度まで、ポリ（α１，３グルカン）の蓄積を促進する、上記１に記載の方法。
５．前記半透膜が、１２，０００～１００，０００ダルトンの分画分子量を有する、上記
１に記載の方法。
６．前記半透膜が、透析チューブである、上記５に記載の方法。
７．前記少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素が、連鎖球菌に由来する、
上記１に記載の方法。
８．前記少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素が、ｇｔｆＪ、ｇｔｆＢ、
ｇｔｆＣ、およびｇｔｆＩからなる群から選択される、上記７に記載の方法。
９．前記グルコシルトランスフェラーゼ酵素が、唾液連鎖球菌（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｓａｌｉｖａｒｉｕｓ）由来のものである、上記７に記載の方法。
１０．唾液連鎖球菌（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｌｉｖａｒｉｕｓ）の前記グル
コシルトランスフェラーゼ酵素が、ｇｔｆＪである、上記９に記載の方法。
１１．前記少なくとも１つのプライマーが、デキストランである、上記３に記載の方法。
１２．前記グルコシルトランスフェラーゼ酵素が、プライマー非依存性の酵素である、上
記１に記載の方法。
１３．前記グルコシルトランスフェラーゼ酵素が、プライマー依存性の酵素である、上記
１に記載の方法。
１４．１つを超えるグルコシルトランスフェラーゼ酵素が、前記酵素反応溶液中に存在す
る、上記１に記載の方法。
１５．前記１つを超えるグルコシルトランスフェラーゼ酵素が、少なくとも１つのプライ
マー依存性の酵素および少なくとも１つのプライマー非依存性の酵素の混合物を含む、上
記１４に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半透膜によって分離される２つのチャンバーを含む反応系において、ポリ（α１，３グ
ルカン）を産生するための方法であって、
　ａ）第１のチャンバーが、
　　ｉ）スクロースと、
　　ii）少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素と
を含む酵素反応溶液を含み、
　ｂ）第２のチャンバーが、前記酵素反応溶液に接する半透膜によって、前記第１のチャ
ンバーから分離され、前記半透膜が、フルクトースに対して透過性であるが、ポリ（α１
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，３グルカン）に対して不透過性であり、前記第１のチャンバー内部に、ポリ（α１，３
グルカン）および前記少なくとも１つのグルコシルトランスフェラーゼ酵素を保持しなが
ら、フルクトースおよび他の低分子量成分の絶え間ない除去を促進する、方法。
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